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新教育課程の完全実施に関するお知らせ 

 

学校法人大多和学園 開星中学校・高等学校は、創立 100 周年を迎える本年度より、現行の学習指導要

領完全実施に合わせ、新しい時代を生きる生徒を育てるための新学習過程の実施を開始します。この新

学習過程は、中高一貫教育の特色を活かし、生徒の主体性を育む「授業選択制」を第一の特徴としてい

ます。また、中学生が高校生の演習授業に参加することを可能としています。高校生は、近年の進路選

択の多様性に対応するために、高校 2 年次より週 25 時間を最低習得単位数とし、それ以外の授業におい

ては自分自身の進路や、受験方法に応じて 33 時間まで増やせます。 

島根県内においては、初となる教育課程となります。別リリースで配信しております、本校の組織改

革と共に、新しい学校の形を模索する本校を取材していただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

入試広報企画センター長    田中 薫 k-tanaka@kaisei.matsue.shimane.jp 

 

 

＜学校概要＞ 学校法人 大多和学園 開星中学校・高等学校 

◆校長     小山内 仁 （おさない まさし） 

◆創 立     大正１３（1924）年「松江ミシン裁縫女学院」として創立 

◆建学の精神  「品性の向上をはかり 社会の発展に役立つ有望な人材を育成する」 

◆校 訓    「立志 明朗 創造」 

◆生徒数    中学 116 名 ／ 高校 514 名（令和６年４月現在） 

 

 

 


